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積丹半島における蚊類幼虫の生態学的研究

１， 蚊類幼虫の棲息水域について
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筆者らは１９７２年（４～１０月），１９７３年（４～１０月），１９７４年（４～７月）の３年間にわたり， 積丹

半島のほぼ全域における蚊類幼虫の棲息環境の調査を続けてきた（第１図）．そのうち半島西部の茂

岩付近の樹洞に発生する蚊については既に報告した（佐藤・高橋

　

１９７４）．今回は半島全域に棲息す

る蚊の種類及びその発生水域について報告する．

稿を進めるにあたり， 調査に協力された本学学生諸君に深謝の意を表する，
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結 果 と 考 察

　

・

１， 採集された蚊の種類

本調査により確認された幼虫は， 第１表に示された６属２０種類である，

このうちチシマヤブカ， キタヤブカの２種類は北海道特有の蚊であり， 他は本州のものと共通す

る，

２． 各種幼虫の棲息水域

Ａ． 半島基部

（１）蘭島・余市

　

半島東側基部にある函館本線沿いの地域で，平野部が広がり，稲作や果樹の栽培が行なわれている，

海岸は砂浜が大部分を占め， ところどころに切り立った崖が見られる．

採集された幼虫は， シナハマ ダラカ， ヤマトハマダラカ， ハマ ダラウスカ， スジアシイエカ， ア

（１８）
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キンパラナガハシカ

カイエカ， トラフカクイカ， ヤマトヤブカ， キンイロヤブカ， キンパラナガハシカの９種類である．

　

蘭島では人工的小容器や下水などの人工水域， 及び水田などの半人工的な水域が多く見られた．

植木鉢やコンクリート製の人工的小容器ではヤマトヤブカが優位を占め， 単独棲息あるいはスジア

シイエカ， アカイエカ， ヤマトハマ ダラカなどと混棲しているのが見られた． 下水にはアカイエカ

が濃密に棲息し，８月以降はトラフカクイカと混棲している場合が多かった（第２図）．半人工的水

域とみなされる水田にはキンイロヤブカが単独棲息あるいはシナハマダラカと混棲していた．

　

自然水域としてはグラウンド・プール， 渓流流域， 樹洞などが見られた， グラウンド・プールに

はキンイロヤブカ， スジアシイエカ， ハマダラウスカが， 山林内の渓流流域にはヤマトハマ ダラカ，

スジアシイエカが， またわずか１例だけであったがウメの木の樹洞にキンパラナガハシカが， それ

ぞれ棲息していた． いずれの水域も棲息密度は低いものであった，
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た休耕田（第３図），及びその付近のグラウンド・余市ではガマ，キタョシ，ウキクサなどの密生し

プールにシナハマダラカが単独棲息あるいはハマダラウスカ， スジアシイエカなどと混棲していた

が， 両水域ともシナハマダラカの棲息密度は高く， またハマダラウスカは低密度ながらも６月以降

常時見うけられた，

　

（２）然別・国富

　

然別は余市より内陸部にある函館本線沿いの地域で， 果樹栽培が行われている， 国富は倶知安か

ら１２ｋｍ ほど岩内に寄った鉱山の町である．

　

採集された幼虫は， スジアシイエカ， ミスジシマカ， ヤマダシマカ， シロカタヤブカ， ヤマトヤ

ブカ， コバヤシヤブカ， キンパラナガハシカの７種類である．

　

然別 では， 林道横のエ ゾイタヤの樹洞にシロカタヤブカ， ミスジシマカが， 付近のグラウン ド・

プールにはスジアシイエカがそれぞれ棲息していた．

　

国富の町の中心より２ｋｍ ほど北東にチップ工場がある． そこの積み重ねられたチップ原木凹所

の水溜りからミスジシマカ， ヤマダシマカ， シロカタヤブカ， コバヤシヤブカ， キンパラナガハシ

カ， ヤマトヤブカ， スジアシイエカの７種類が得られた（第４， ５図）， また原木置場付近にあった

グラウン ド・プールにはスジアシイエカが単独 で棲息していた．

　

ここで見られた倒木凹所は， ほとんどがシラカンバのそれで， 水は暗褐色を呈し， 樹洞に極めて

近いものから， 水底に土が堆積し， 半ばグラウンド・プール化したものまであった．

　

倒木凹所のスジアシイエカはヤマトヤブカと濃密に混棲し， 他の樹洞性の蚊５種とは混棲が見ら

れないことから， かなり グラウン ド・プール化した水域にのみ進出しているものと考えられる． こ

れに対してヤマトヤブカはシロカタヤ ブカ， ミスジシマカ， コバヤシヤブカ， キンパラナガハシカ

とも混棲しており， 樹洞に近い水域にまで進出していると思われる， ヤマトヤブカが倒木凹所へ進

出することは十和田・八甲田 （佐藤ら

　

１９５４） や， 伊勢神宮 （榊原

　

１９５９） などでも見られること

である．

（３）岩

　

内

岩内は南西海岸基部に位置する漁港である． 調査を行ったのは岩内の市街地より〕ヒに６ｋｍほど

隔たった柏木という農村である． 付近は平野部が広がり， 稲作が行われている地域である．
採集された幼虫は， シナハマダラカ， ハマダラウスカ， スジアシイエカ， ヤマトハボシカ， キン

イロヤ ブカの５種類である．

（２０）

Ｆｉｇ．４．Ｋｕｎｉｔｏｍｉ．Ｌｕｍｂｅｒｙａｒｄ
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２１

　

キタヨシの密生したグラウン ド・プールには， キンイロヤブカ， スジアシイエカ， ハマダラウス

カ， ヤマトハボシカ， シナハマダラカの幼虫が単独棲息り

　

あるいは混棲し， 道路沿いの酒概溝には

キンイロヤブカ， スジアシイエカ， ハマ ダラウスカ， シナハマ ダラカなどが発生していた． 地面を

掘り下げただけの， ほとんどグラウン ド・プール化した側溝には， キンイロヤブカ， スジアイエカ，

ハマダラウスカなどが棲息していた． 各水域ともスジアシイエカ以外の幼虫の棲息密度は低いもの

であった．

　

Ｂ． 海岸部

　

（１）古平・美国

　

古平， 美国はともに積丹半島の北東海岸中部に位置する漁港である． 海岸線は大部分が絶壁を有

する険しい岩海岸であり， 一部が砂浜となっている． 山が海岸付近まで迫っているために平地部は

極めて少ない．

　

採集された幼虫は， スジアシイエカ， アカイエカ， トウゴウヤブカ， ヤマトヤブカ， キンイロヤ

ブカ， エゾヤブカの６種類である．

　

古平では畑のそばのグラウンド・プールにキンイロヤブカとエゾヤブカがそれぞれ単独で棲息し

ていたが， 棲息密度は低いものであった． 美国では築港付近の潮溜りからトウゴウヤブカが， 民家

の下水からはアカイエカが得られた． また道路の側溝に重なる， 腐植土の堆積したｌｍ立方ほどの

コンクリート製水槽にはヤマトヤブカとスジアシイエカがそれぞれ単独棲息 あるいは両種が混棲

し， その密度は高いものであった．

　

（２）幌武意・入前・余別

　

幌武意， 入銅， 余別は， 積丹半島先端部に位置する漁港である． 海岸線は美国と同じく険しい岩

海岸であるが， 内陸の丘陵地を利用して水田や畑作がわずかながら行われている．

　

採集された幼虫は， ヤマトノ・マダラ力， ハマ ダラウスカ， スジアシイエカ， アカイ エカ， トウゴ

ウヤブカ， キンロヤブカの６種類である，

　

幌武意から入綱に至る道路わきの， 雨水が溜ったと思われる清澄なグラウンド・プールには， キ

ンイロヤブカ， ハマダラウスカ， スジアシイエカが単独棲息あるいは混棲していた． 同じく道路沿

いにある民家横の，有機物の沈積したグラウンド・プールには，ヤマトノ・マダラ力が棲息していた，
幌武意の民家の下水からはアカイエカが， また轍からはスジアシイエカが得られた，

　

幌武意から余別に至る沿岸一帯には無数の潮溜りが見られ， トウゴウヤブカの独占水域となって

いる （第６図）， ４月から１０月までの全調査期間を通じて，その棲息密度は極めて高いものであった．

　

（３）神恵内・赤石

　

神恵内と赤石はともに積丹半島の南西海岸中部に位置する漁港である． 北東海岸と同様に海岸線

は絶壁をなし平地はほとんど見られない．

　

採集された幼虫は， ヤマトノ・マダラ力， スジアシイエカ， アカイエカ， トウゴウヤブカ， ヤマト

ヤブカの５種類である．

　

神恵内では民家の横に放置された漬物樽からアカイエカを， 赤さびた鉄製ウィンチの部品の中か

らアカイエカ， トウ ゴウヤブカ， ヤマトヤブカの３種を， 街の中の道路沿いのコンクリート製下水

からアカイエカをそれぞれ採集した． 各水域とも有機物で汚染された水域である，

　

神恵内から古平に至る道路わきのグラウンド・プールにスジアシイエカが棲息し， 同じ道路わき

にあった直径約５０ｃｍ の鉄鍋には， ヤマトヤブカとヤマトノ・マ ダラ力が混棲していた （第７図）． 清

澄な自然水域を好むヤマトノ・マダラ力が， 鉄鍋などの人工水域に進出している例は蘭島においても

見られたことで興味深く思われる．

（２１）
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赤石では道路わきの空地にあ

ドラム鎚を縦に切ってつくった水槽に
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アシイエカが棲息し， 民家横の

エカが混棲していた．

沿岸一帯の潮溜りはトウゴウヤブカの独占水域であり， 棲見密度も極めて高かった．

（４）茂

　

岩

神恵内の南東５ｋｍほどの海岸に位置する温泉地である．佐藤・高橋（１９７４）は茂岩の樹洞におけ

る幼虫の棲息環境について詳細に報告している． それによれば， 当地域においてはトワダオオカ，

ヤマ ダシマカ， ミスジシマカ， コバヤシヤブカ， シロカタヤブカ， ブナノキヤブカ， キンパラナガ

ハシカの７種類の蚊が知られている（第８図）．今回の調査では樹洞以外の水域から， ヤマトハマダ

ラカ， スジアシイエカ， アカイエカ， トウ ゴウヤブカの４種類の幼虫を採集 し， さらに成虫でヤマ

トヤブカを採集した．

　

温泉地から２ｋｍほど東に続く林道のわきの腐植土の沈積した白濁色のグラウンド・プールには

スジアシイエカ， ヤマトノ・マダラ力がそれぞれ単独で， また付近の渓流流域にはヤマトハマダラカ

が単独で棲息していた．

　

海岸に放置された舟の内部にアカイエカとトウゴウヤブカが？昆棲しているのが見られ， 潮溜りに

はトウゴウヤブカが濃密に棲息していた．

　

積丹半島では茂岩のほかに， 蘭島のウメの木と， 然別のエゾイタヤに樹洞を発見しているが， そ

の数は極めて少なく， 両水域ともわずか１～２例ずつに過ぎない． これらの地域と比較すると， 茂

岩の場合は樹洞数も， またそこに棲息する蚊の種類数もともにきわだって多いのが特徴である．

　

Ｃ． 中央部

　

（１）婦美原野

　

美国から半島先端部の野塚に至る道路沿いの五地区， 三地区， 日の出などの地域は標高ｌｏｏｍ内

外で， 積丹山塊に連なる原野となっている， またこの地域は山岳部と海岸部の地形的な中間部であ

るともいえる． 付近の平地では水田耕作が行われ， 丘陵地では牛の放牧が行われている，

　

採集された幼虫は， シナハマ ダラカ， ハマ ダラウスカ， スジアシイエカ， ヤマトヤブカ， チシマ

ヤブカ， キンイロヤブカ， エ ゾヤブカの７種類である．

（２２）



積丹半島における蚊類幼虫の生態学的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　

積丹ふ

　

島にお

　

る

　

三－

　

］１の

　

》損字 紬

　

究

　　　　　　　　　　　　　　　　　

２３

五地区では道路から５０ｍほど隔たった， ミズバショウの自生する， 融雪水の溜った グラウン ド・

プールに， エゾヤブカとチシマヤプカが混棲していた． またササにおおわれた湿地帯横の融雪水グ

ラウン ド・プールからエゾヤブカを採集した． キタヨシの密生するグラウン ド・プールにはキンイ

ロヤブカとシナハマダラカが混棲し， 別のグラウンド・プールにはエゾヤプカが単独で濃密に棲息

していた． 総じて両水域ともにエゾヤブカの棲息密度が極めて高く， 他の種類のそれは低いもので

あった．

　

三地区では， 道路からかなり隔たった休耕田にシナハマダラカが単独棲息あるいはハマダラウス

カと混棲していた． 民家付近のコンクリート製小容器にはヤマトヤブカとスジアシイエカがそれぞ

れ単独で棲息していた．

　

日の出ではグラウンド・プールや濯概溝にシナハマダラカが棲息していたが， その密度は低いも

のであった．

　

（２）当丸沼・トウマル

　

当丸沼， トウマルはともに古平と・神恵内を結ぶ国道２２９号線のほぼ中央に位置し， 積丹山塊に連

なる山岳地帯である．

　

当丸沼は標高６４０ｍ， 長径約２００ｍ， 短径約ｌｏｏｍ， 水深約１．５ｍの沼で， 周囲にはチシマザサ

や湿地性の植物が密・生し， 一部にはハイマツの群落も見られる開籍地である． 採集された幼虫は．

エゾヤブカ， スジアシイエカの２種類である．

　

キタョシの密生する沼の岸辺からエゾヤブカとスジアシイエカが得られたが， 一般の蚊類幼虫は

このような沼の本体には棲息しないものであるから， おそらくは周囲のグラウンド・プールからあ

ふれ出た個体であろうと思われる（第９図）．沼周辺の湿地のグラウンド・プールにはエゾヤブカと

スジアシイエカがそれぞれ単独で濃密に棲息していた． さらにキタヤブカの成虫も採集されたが，

その発生水域は発見できなかった．

　

トウマルは当丸沼より６ｋｍほど神恵内側に下ったところにある標高２５０ｍの旧開拓部落で， 廃

虚となっている． 採集された幼虫は， エゾヤブカ， キタヤブカ， ヤマトヤブカ， ハマ ダラウスカの

４種類である，

　

腐植の沈着した融雪水グラウンド・プールからエゾヤブカ，キタヤブカを，別のグラウンド・プー

ルからハマダラウスカを得たが， エゾヤブカ以外の棲息密度は低いものであった， また民家のコン

クリート製土台跡に深さ５ｃｍ ほど水が溜り， ヤマトヤブカとハマ ダラウスカが混棲していた．
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（３）積丹岳

積丹岳は標高１，２５５ｍで， 積丹山塊の中核をなす山である． 標高１，ｏｏｏｍ付近までチシマザサや

クリイザサが密生し， 散在する湿地にはミズバショウの自生が見られる．

採集された幼虫はチシマヤブカ， エゾヤブカの２種類で， 幼虫棲息水域は３ケ所発見され， いず

れも標高７００ｍ付近の， 融雪水が溜まってできた一時的な水域である （第１０図）．

　

６月上旬の融雪期にまずチシマヤブカが単独で棲息し， それより１～３令遅れてエゾヤブカが発

生する． 佐藤・建脇（１９６６）は， ０物を“ねれ岱 亜属の幼虫とＡｅｄｅｓ亜属の幼虫が同一水域に混棲し

ている場合は Ａｇｄｅｓ亜属の幼虫が１～３令遅れて発生すると述べ，このことは大雪山系の他の地域

でも確認されている（佐藤・建脇

　

１９６７， 佐藤ら

　

１９６９， 佐藤ら

　

１９７４）． 積丹半島においても， 積

丹岳のみならず， トウマル， 婦美原野でもチシマヤブカやキタヤブカがエゾヤブカよりも早い時期

に発生することが確認された．

般

　

考

　

察

佐藤・高橋（１９７４） が茂岩の樹洞において確認した蚊は次の７種類である．

　　

Ｚｏｘｏｒあり２ｃ膚云鎧 わｚリ”αβ７７ｓｚｓ

　

（トワ ダオオカ）

　

Ａｅゐ 俗解ｇの？夢幻」ｇ〆棚籾

　

（ミスジシマカ）

　

ＡＢゐ 燈影印“煎り自他ｏｐたれ‘ｓ

　

（ヤマ ダシマカ）

　

ＡｅαＢＳ Ｚ粥の修お煽りｅｚｒｓ

　

（シロカタヤブカ）

　

Ａｅｄｅｓ伊ぎ粥のりｏｒｅ少膚Ｚｚｆｓ

　

（ブナノキヤ ブカ）

　　

Ａｅｄｅｓ 勿加算ノ勿加川靴“

　

（コバヤシヤブカ）

　　

γめＺｅｒｏ北海ｓｒｒｒめ定かＺｄｅｓノら伽ぬ”班

　

（キンバラナガハシカ）

今回の調査では上記の７種類のほかに， 樹洞以外の水域から得られたシナハマダラカ， ヤマトノ・

マ ダラ力， ハマ ダラウスカ， スジアシイエカ， アカイエカ， トラフカクイカ， ヤマトハボシカ， ト

ウゴウヤ ブカ， ヤマトヤブカ， チシマヤブカ， キタヤブカ， キンイロヤブカ， エゾヤブカの１３種類

が加わり，合計２０種類の蚊が記録された．一地域に棲息する蚊の種類数としては，旭川地方（佐藤・

岩瀬

　

１９６０）の１２種類， 知床半島（佐藤ら

　

１９７２）の１７種類と比較すると， 積丹半島の２０種類と

いうのは多い方である，

　

記録された２０種類の蚊のうち， 北海道特有の蚊としては， ｏ物彰ｍｆｑｒｚｆｓ亜属のチシマヤブカ， キ

タヤブカの２種類があげられるが，同じく ０物′ｅｒｏ超Ｚｚｒｓ亜属の蚊で，大雪山系（佐藤ら

　

１９７４）や知

床半島 （佐藤ら

　

１９７２） などに見られるトカチヤブカ， アカンヤブカ， 及び銭函 （鈴木

　

１９５９， 佐

藤ら

　

１９７３）に見られるサッポロヤブカなどは， 積丹半島では全く見られなくなっている， また比

較的北方棲息性をもっと見なされる種類としては， スジアシイエカ， ヤマトハボシカ， ミスジシマ

カ，エゾヤブカの４種類があげられる．つまり積丹半島では２０種類の蚊のうち６種類が北方系の蚊

で占められていることになる．

　

上述のように ０物迄γα確然亜属の蚊がわずか２種類で，しかも半島中央部高所に，低密度で棲息し

ているに過ぎないこと， 更には道東・道北には見られないトラフカクイカが棲息していることなど

から， 北方的要素がやや稀薄になっているように思われる．

　

佐藤・岩瀬（１９６０） は旭川地方における調査で， 北方性の蚊が棲息していること， 比較的少ない

種類の蚊が， 比較的少ない種類の水域に， 単一種による大群集をつくり， 短期間にその発生を終え

ることをあげて， これを北方的性格と称した． また知床半島（佐藤ら

　

１９７２） では前述の北方的性

格が認められることに加えて， ヤマトヤブカが人工水域に進出していること， トウゴウヤブカが潮

（２４）
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溜まりに濃密に棲息していること，比較的低地性と見なされていたアカンヤブカが山地に多く棲息し

ていることなどの点から， これを知床的性格と称した， さらに銭函（佐藤ら

　

１９７３） では， 比較的

狭い地域にもかかわらず１２種類もの蚊が棲息することから，北方的性格は稀薄になっていると考え

られる．

　

積丹半島では少ない種類の水域に， 北方系の種類を含む蚊が発生し， また指す洞以外の水域では一

般に単一種による集団を形成する傾向を持っていることなど， 北方的性格も一応は認められる， し

かし半島内には２０種類もの蚊が棲息すること，そのうちｏｃ粥勿〆婿硲亜属の蚊は２種類に過ぎない

こと， 樹洞という道東・道北では見られなかった水域が存在すること， 及び一水域の棲息密度は一

般にさほど高くないことなど， 北方的とは言えない性格もまた認められる．

　

以上のことから， 積丹半島における蚊類幼虫の棲息状態は， 北方的性格から本州的性格への移行

型を示しているということができよう．

要

　　　　　　

約

　

１９７２年，１９７３年，１９７４年の３年間にわたり，積丹半島全域に棲息する蚊の幼虫の種類，及びその

発生水域を調査し， 考察を行った，

　

１． 本調査で確認された蚊はシナハマ ダラカ， ヤマト′＼マ ダラ力， トワ ダオオカ， ハマ ダラウス

カ， スジアシイエカ， アカイエカ， トラフカクイカ， ヤマトハボシカ， ミスジシマカ， ヤマ ダシマ

カ， シロカタヤブカ， トウゴウヤブカ， ヤマトヤブカ， ブナノキヤブカ， コバヤシヤブカ， チシマ

ヤブカ， キタヤブカ， キンイロヤブカ， エゾヤブカ， キンパラナガハシカの２０種類である．

　

２． 半島基部の蘭島， 余市， 柏木は平地が多く， 水田にシナハマダラカとハマダラウスカが棲息

することにより特徴づけられる．

　

３，海岸部は沿岸一帯の潮溜りにトウゴウヤブカが独占的に棲息することにより特徴づけられる．

　

４， 中央部はチシマヤブカ， キタヤブカ及びエゾヤブカが棲息することにより特徴づけられる，

　

５，
ｏｃ揚げｏｆｑｆｚｆｓ亜属の蚊はチシマヤブカ， キタヤブカの２種類に過 ぎず， 道東・道北で見られる

アカンヤブカ， トカチヤブカ， 銭函で見られるサッポロヤブカなどは全く見られない．

　

６． 茂岩， 然別， 蘭島の３地域では樹洞が発見され， 総計７種類の樹洞性の蚊が得られた， 茂岩

では樹洞数及び蚊の種類数とも， 他の２地域に比べて圧倒的に多い．

　

７． ヤマトヤブカは人工的小容器に優占的に棲息している．

　

８． スジアシイエカは自然水域から人工水域にわたる極めて広範囲の水域に棲息し， 半島のほぼ

全域に見られることなどから， 積丹半島では最も一般的な蚊であるといえる．

　

９，積丹半島における蚊類幼虫の棲息状態は北方的性格から本州的性格への移行型を示している，
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